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第 6・7 章は二世以降を主にしている。第 4 章では、移民送出の主因である沖縄経済の窮
状、工場労働者を劣遇した階層構造、社会主義思想・運動に基づく同郷組織の形成と変貌、
さらには自ら沖縄を否定し、ホスト社会に適応しようとした同化運動を論証する。 
 第5章では、ブラジルやハワイなど国外への移住・コミュニティ形成と国内へのそれを
マクロ・メゾ視点で説明するとともに、苦難に満ちた労働や生活のあらましを、当事者へ
の聞き取りなどの歴史的資料をもとにミクロ視点で紐解いていく。 
 第6章では、高度成長期までの二世たちの労働環境や彼らが新たなコミュニティ活動を
開始するにいたった経緯を概説する。また、今日彼らが抱える地域生活上の問題が、ポス
トコロニアル状況下でどのように生成されているかを考察する。 
 第7章は、筆者が行った質的調査に基づく考察である。今日のB区における問題性につ
いて、地域福祉計画策定というガバナンス装置を通して指摘する。分析結果として、マイ
ノリティ側、マジョリティ側双方がもつソーシャル・インクルージョンの 13 要因（推進
要因・阻害要因）を抽出している。 
上の調査結果から、ローカル・ガバナンスの好ましい実態がみられなかったことをふま
え、補論を設けた。補論では、近年活発になっている「琉球の自治」論を切り口に、自治
に向けた沖縄の取り組みやB区の沖縄人コミュニティによる当事者運動を考察し、主体多
元化や地域福祉計画のような分権システムとの交点を探求することを目的とした。 
 終章では、第Ⅰ部において提示される理論枠組みをB区の事例に適用し、どのような援
助が必要かを検討するとともに、求められるディアスポラへの認識フレームについて、歴
史性と相対性の観点から提起している。 
